
第56 号校 長 会 会 報職退葛埼巾

第56 号

令和元年12月発行

発行責任者　

相 渾 勝 寿

心
豊
か
に

Ｉ
写
真
に
魅
せ
ら
れ
て
Ｉ

埼
葛
退
職
校
長
会

副
会
長

小

島

廣

司

「
若
い
頃
と
年
配
に
な
っ
て
か
ら
で

は
、
同
じ
色
を
見
て
も
鮮
や
か
さ
が
違

っ
て
見
え
る
。
彩
度
を
抑
え
た
写
真
に

し
よ
う
」

月
例
会
で
関
東
本
部
委
員
長

の
佐
藤
親
正
講
師

が
、
ひ
と
り
三
点
の

作
品
を
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
講
評

す
る
。

カ
メ
ラ
歴
は
ま
だ
六
年
目
だ
。
偶
然
、

退
職
校
長
会
の
先
輩
か
ら
、
写
真
ク
ラ

ブ
を
立
ち
上
げ

る
の
で
メ
ン
バ
ー
に
な

ら
な
い
か
、
と
い
う
お
誘
い
を
受
け
入

会
し
た
。
さ
っ
そ
く
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ

を
購
入
し
、
夢
中
に
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
れ
ま
で
、
好
き
な
旅
行
で
綺
麗
な

風
景
や
孫
の
か
わ
い
い
姿
を
記
録
に
残

し
た
い
と
写
真
を
撮
る
こ
と
は
あ
っ
た

が
、
真
剣
に
学
ん
だ
こ
と
は
な
か
っ
た
。

写
真
を
始
め
て
か
ら
一
年
近
く
経
っ

た
あ
る
日
、
オ
ー
ロ
ラ
を
観
る
た
め
に

ア
ラ
ス
カ
へ
。
綺
麗
な
オ
ー
ロ
ラ
を
カ

メ
ラ
に
収
め
ら
れ
た
ら
と
淡
い
期
待
を

も
っ
て
旅
立
つ
。
二
日
目
、
空
の
四
方

八
方
か
ら
緑
・
黄
・
オ
レ
ン
ジ
・
紫
な

ど
色
と
り
ど
り
の
オ
ー
ロ
ラ
に
遭
遇
す

る
も
作
品
に
な
ら
ず
惨
敗
。
今
か
ら
考

え
る
と
暗
闇
の
中
、
絶
え
ず
動
い
て
い

る
淡
い
光
の
カ
ー
テ
ン
を
捉
え
る
技
術

が
伴
わ
ず
、
駆
け
出
し
の
ア
マ
チ
ュ
ア

カ
メ
ラ
マ
ン
に
と
っ
て
は
無
謀
な
挑
戦

で
あ
っ
た
。

旅
行
が
好
き
で
、
か
つ
て
は
気
軽
に

散
策
を
楽
し
ん
で
い
た
。
今
で
は
、
漠

然
と
景
色
を
見
る
の
で
は
な
く
、
時
間

を
か
け
て
注
意
深
く
眺
め
な
が
ら
、
歩

く
よ
う
に
な
っ
た
。

カ
メ
ラ
が
な
い
と
き
は
「
綺
麗
だ
な

あ
」
と
思
う
だ
け
だ
っ
た
夕
焼
け
は
、

時
間
と
と
も
に
様
々
な
色
に
変
化
す
る

こ
と
に
気
付
い
た
。

カ
メ
ラ
を
趣
味
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
「
何
を
、
ど
の
よ
う
に
撮
る
か
」
そ

の
た
め
の
「
カ
メ
ラ
の
設
定
は
」
と
試
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行
錯
誤
し
な
が
ら
作
品
を
創
る
楽
し
さ

を
味
わ
っ
て
い

る
。

「
偶
然
の
奇
跡
の
一
瞬
を
撮
り
た
い
」
だ

か
ら
、
明
日
の
天
気

が
気
に
な
る
し
、

紅
葉
の
色
づ
き
具
合
も
気
に
な

る
。

写
真
を
撮
る
一
連
の
過
程
に
お
い
て

そ
の
時
々
の
今
が
充
実
す
る
。
そ
し
て
、

心
豊
か
な
人
生
を
歩
む
こ
と
が
で
き
る

と
思
っ
て
い
る
。

範

は

、

歴

史

に

あ

り
　

東
部
地
区
教
育
長
協
議
会

会
　
長
　
山
　
西

実

埼
葛
退
職
校
長
会
の
皆
様
に
は
、
子

ど
も
達
こ
そ
国
の
一
番
の
宝
で
あ
り
、

教
育
は
国
の
根
幹
を
形
成
す
る
最
重
要

課
題
と
い
う
志
を
高
く
掲
げ
、
長
年
埼

玉
教
育
の
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
、
時

代
に
即
応
し
た
的
確
に
し
て
着
実
な
活

動
を
展
開
さ
れ
、
現
在
で
は
教
育
界
に

は
不
可
欠
の
存
在
と
し
て
そ
の
光
を
輝

か
せ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
こ
れ
ま
で

の
御
尽
力
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
と
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

近
年
、
情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
、
少
子
高
齢
化
や
絶
え
間
な
い
技

術
革
新
な
ど
に
よ
り
加
速
度
的
に
激
変

す
る
未
知
な
る
社
会
を
心
豊
か
に
た
く

ま
し
く
生
き
抜
い
て
い
け
る
子
ど
も
の

育
成
が
急
務
で
す
。
改
訂
さ
れ
た
学
習

指
導
要
領
に
お
い
て
も
、
主
体
的
に
様

々
な
事
象
に
向
き
合
い
、
他
者
と
協
働

し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
社
会
と
幸
福
な

人
生
を
切
り
拓
く
未
来
の
創
り
手
と
な

る
資
質
能
力
の
育
成
を
求
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
も
待
つ

た
な
し
の
状
況
に
あ
り
、
あ
る
べ
き
学

校
像
を
明
確
に
し
、
教
育
行
政
も
校
長

も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
国
民

の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
学
校
づ
く
り
を

強
力
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

よ
り
良
い
教
育
の
実
現
に
は
、
教
育
行

政
が
そ
の
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、

各
教
育
現
場
に
お
い
て
、
地
域
の
総
合

力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。

「
範
は
歴
史
に
あ
り
」
と
言
わ
れ
ま

す
。
複
雑
で
予
測
困
難
な
時
代
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
教
育
界
の
大
先
輩
で
あ
る

皆
様
の
帝
王
学
に
基
づ
い
た
理
念
と
叡

智
で
後
進
へ
の
ご
指
導
、
ご
鞭
捷
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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理

事

会

報

告

令
和
元
年
度
第
一
回
理
事
会
が

Ｉ
〇

月
四
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

相
渾
会
長
あ
い
さ
つ
・
報
告

○
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
の
日
本

チ
ー
ム
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
く
、
勇
気

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
本
会
も
理
事
・
会

員
の
創
意
と
工
夫
で
活
動

が
充
実
し
て

来
て
お
り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

○
県
支
部
長
会
報
告

県
退
職
校
長
会
総
会
は
現
在

コ

ー名

に
一
人

の
代
議
員
に
よ
り
議
決
し
て
い

ま
す
が
、
一
五
名
に
一
人
に
削
減
し
、

旅
費
等
の
削
減
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
次
年
度
の
総
会
は
熊
谷
市
で
開
催

予
定
。

定
年
退
職
校
長
全
員
の
加
入
を
目
指

し
て
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
埼
葛
支
部
と

し
て
新
た
に
加
入
案
内
を
作
成
し
ま
し
た
。

五
年
毎
に
作
成
し
て
い
る
県
会
員
名

簿
は
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
住

所
・
電
話
番
号
を
省
い
た
全
員
配
布
用

と
役
員
用
に
分
け
て
作
成
。
役
員
用
は

各
班
に
五
部
配
布
予
定
。

協
議
内
容

Ｏ

「
彩
の
国
教
育
の
日
」
協
賛
埼
葛
地

区
現
職

・
退
職
校
長
教
育
推
進
協
議
会

の
開
催
に
つ
い
て

次
第
一
懇
親
会
・
案
内
状
発
送
・
予

算
執
行
・
各
市
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

長
へ
案
内
。

○
そ
の
他

現
職
・
退
職
校
長
教
育
推
進
協
議
会

開
催
担
当
市
町
は
、
久
喜
市
↓

三
郷
市

↓

幸
手
市
。
市
町
研
修
担
当
市
町
は
、

蓮
田
市
↓

宮
代
町
↓

八
潮
市
↓

白
岡
市
。

そ
の
後
、
報
告
事
項
と
し
て
各
部
会
代

表
者
か
ら
部
会
活
動
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

小
学
校
教
育

の
現
状
と

課
題

埼
葛
小
学
校
長
会

会
長

榎

本
　

隆

元
号
が
令
和
と
な
り
、
埼
葛
小
学
校

長
会
で
は
、
コ

ー市
町
の
各
地
区
理
事

・
各
専
門
部
長
・
本
部
か
ら
成
る
組
織

体
制
の
も
と
、
各
会
員
の
校
長
先
生
方

の
御
尽
力
に
よ
り
、
教
育
課
題
の
解
決

に
向
け
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
学
校
で
は
、
令
和
二
年
度
か
ら
の

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
い
、
そ
の

趣
旨
・
目
標
・
内
容
の
達
成
・
実
施
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る
資
質
・
能

力
の
育
成
、
そ
の
た
め
の
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
の
視
点
か
ら
の
学
習

過
程
の
改
善
、
授
業
時
数
の
確
保
な
ど

が
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
職
員
の
指
導
力
向
上
と
人

材
育
成
、
働
き
方
改
革
な
ど
、
多
岐
多

様
に
わ
た
る
学
校
経
営
が
校
長
の
責
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
埼
葛
小
学
校
長
会
で

は
、
組
織
的
活
動
を
と
お
し
て

「
新
た

な
知
を
拓
き
、
人
間
性
豊
か
な
社
会
を

築
く
、
日
本
人
の
育
成
を
目
指
す
小
学

校
教
育
の
推
進
」
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
「
豊

か
な
学
び
で
未
来

を
拓
く
埼

玉
教
育
」
の
実
現
に
努
め
て
い
ま
す
。

特
に
、
次
の
三
点

（
概
要
）

を
努
力

事
項
と
し
て
い
ま
す
。

①

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

な
ど
、
創
意
あ
る
教
育
課
程
の
編
成
・

実
施
・
評
価
・
改
善

②
い
じ
め
・
不
登
校
の
根
絶
を
は
じ
め

と
す
る
、
心
豊
か
な
児
童
の
育
成
。

③
本
会
の
組
織
活
動
の
一
層
の
充
実
。

今
後
、
埼
葛
退
職
校
長
会
の
皆
様
に

御
指
導
・
御
支
援
を
賜
り
な
が
ら
、
各

市
町
小
学
校
長
会
及
び
埼
玉
県
公
立
小

学
校
長
会
や
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

を
密
に
し
て
、
管
内
小
学
校
教
育
の
さ

ら
な
る
進
展
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

中

学

校

教

育

の

現

状

と

課

題

埼
葛
中
学
校
長
会

会
長
　

安
田
　

公
紀

県
学
力
学
習
状
況
調
査
を
ふ
ま
え
学

力
向
上
へ
の
取
組
は
、
喫
緊
の
最
大
の

課
題
で
す
。
そ
れ
に
加
え
、
社
会
の
急

激
な
変
化
に
伴
い
学
校
教
育
の
課
題
も

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
対
教
師
暴

力
等
、
生
徒
指
導
に
苦
慮
す
る
状
況

が

少
な
く
な
っ
た
一
方
で
、
新
た
な
課
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

い
じ
め
問
題
や
不
登
校
問
題
は
、
引

き
続
き
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
特
別
な
配
慮
を
要
す
る
特
別

支
援
教
育
の
充
実
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
ー
、
熱
中
症
予
防
等
の
健
康
指
導
、

貧
困
、
生
徒
数
の
減
少
や
一
人
親
の
家

庭
の
増
加
と
課
題
は
複
雑
化
・
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
暴
力
や
ネ
グ
レ

ク
ト
等
の
児
童
虐
待
へ
の
対
応
も
増
え
、

児
童
相
談
所
や
行
政
機
関
と
の
連
携
協

力
が
欠
か
せ
な
い
時
代
で
す
。

ま
た
、
諸
外
国
で
は
教
職
員
の
業
務

は
授
業
に
特
化
し
て
い
ま
す
が
、
日
本

で
は
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
総
合
的
な
理

解
し
な
が
ら
き
め
細
か
な
配
慮
の
下
に

指
導
が
行
わ
れ
る
と
い
う
特
長
が
あ
り

ま
す
。
多
様
な
行
事
、
委
員
会
活
動
の

指
導
等
、
ど
れ
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
大
切
な
職
務
で
す
。
そ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
、
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
示
さ
れ
る
等
、
働
き
方
改
革
は
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
社
会
の
希
薄
化
も
進

む
中
、
社
会
変
化
に
応
じ
た
教
育
も
重

要
な
視
点
で
す
。
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
ス
ク
ー
ル
は
、
地
域
人
材
を
生
か
し

住
民
と
と
も
に
歩
む
学
校
づ
く
り
に
欠

か
せ
な
い
方
策
で
す
。

今
後
も
埼
葛
中
学
校
長
会
は
、
意
思

疎
通
を
充
分
に
取
り
合
い
、
学
校
経
営

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
指
導
ご
鞭

捷
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



第56 号埼 葛 退 職 校 長 会 会 報(9)

福
利
厚
生
部

部
長
　

山

下
　

浩

一
、
期
日
　

一
〇
月
二
七
日
（
日
）

二
、
研
修
テ
ー
マ
　

武
蔵
野
の
面
影
残

す

「
神
代
植
物
公
園
」

と
「
新
撰
組
の

ふ
る
さ
と
歴
史
館
」
を
訪
ね
て

三
、
参
加
人
数
　

三
〇
名

四
、
研
修
内
容

春
日
部
駅
西
口
を
バ
ス
で
出
発
。
最

初
の
見
学
地

「
神
代
植
物
公

園
」
へ
向

か
い
ま
し
た
。

武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
神
代
植
物
公

園
は
、
昭
和
三
六
年
に
都
内
唯
一
の
植

物
公

園
と
し
て
開
園
さ
れ
ま
し
た
。

園
内
に
入

る
と
、
約
四
五
〇
〇
種
、

一
〇
万
株
の
植
物
が
私
た
ち
を
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。

記
念
写
真
撮
影
後
、
自
由
行
動
に
な

り
、
園
内
の
秋
バ
ラ
を
は
じ
め
多
く
の

花
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に

大
温
室
内
で
は
、
ベ
ゴ
ニ
ア
、
洋
ラ
ン
、

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
色
の
美
し
さ
・
鮮
や

か
さ
に
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

昼
食
は
、
植
物
公
園
と
隣
接
す
る
深

大
寺
参
道
沿
い
の
店
で
、
名
物
の
蕎
麦

を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
深
大
寺
周

辺
を
自
由
散
策
し
買
物
を
楽
し
む
こ
と

も
出
来
ま
し
た
。

最
後
の
見
学
地
は
「
新
撰
組
の
ふ
る

さ
と
歴
史
館
」
で
す
。

館
内
に
入
る
と
、
最
初
に
地
元
ガ
イ

ド
さ
ん
か
ら
新
撰
組
の
歴
史
的
な
動
き

に
つ
い
て
、
フ
ロ
ア
ー
に
描
か
れ
て
い

る
「
甲
州
道
中
宿
駅
図
」
等
を
使
っ
て

説
明
と
展
示
資
料
で
分
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

各
自
で
新
撰
組
を
中
心
に
編
集
さ
れ
て

い
る
ビ
デ
オ
や
展
示
資
料
等
を
自
由
に

見
て
回
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
興
味

あ
る
資
料
を
じ
っ
く
り
読
む
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

今

回

の

研

修

で

は

、

武

蔵

野

の

自

然

に

ふ

れ

た

り

、

新

撰

組

に

対

す

る
知

識

を

深

め

た

り

と

、

充

実

し

た

一

日

を

過

ご

す

こ

と

が

で

き

ま

し

た

こ

と

を

お

知

ら

せ

し

、

実

施

報

告

と

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

（
文

責
　

中

村
　

孝

）

研
究
調
査
部

部
長
　

岡
島
　

正
男

埼
玉
県
退
職
校
長
会
で
は
、
令
和
元

年
度
も

「
再
就
職
・
待
遇
に
関
す
る
実

態
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
校
長
退
職

後
の
再
就
職
・
待
遇
の
実
態
を
把
握
し

会
員
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

埼
葛
研
究
調
査
部
会
で
も
、
県
の
調

査
に
あ
わ
せ
て
、
「
社
会
貢
献
活

動
実

態
調
査
」

を
平
成
二
〇
年
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

調
査
の
目
的
と
し
て
会
員
各
自
の
社

会
貢
献
活
動
や
趣
味
や
特
技
を
生
か
し

た
個
人
的
な
活
動
を
集
約
し
今
後
の
活

動
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
か

ら
で
す
。

し
か
し
、
現
在
退
職
時
に
年
金
が
支

給

さ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
に
生
活
資
金

の
確
保
が
ど
う
し
て
も
優
先
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
会
員
の
意
識
の
変
化
も
見

て
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

調
査
対
象
は
埼
葛
の
新
会
員
二
七
名

で
す
。
九
月
第
一
回
部
会

を
開
き
調
査

内
容
を
検
討
し
調
査
用
紙
を
郵
送
し
ま

し
た
。

一
一
月
調
査
結
果
を
協
力
し
て
下

さ

っ
た
み
な
さ
ん
へ
配
布
す

る
予
定
で
す
。

（
文
責
　

小
渾
　

勇
）
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吉
川
市
で
活
躍
し
た

上
條
さ
な
え
さ
ん
に
つ
い
て

山
田
　
陽
一

ヽ

吉

川

市

は
人

口
約

七

万

人

で

あ

る
。

平

成
二

四

年
に

開

業

し

た

吉

川

美

南
駅

近

く

に

は

新

築

マ
ン

シ
ョ

ン

が
立

ち
並

び

、

美

南
小

学

校

は
児

童

数

千

人

を

超
す

。

ま

た
、

近

く

に

中
学

校

が
建

設

さ

れ

令
和

二

年

度

に

開

校

予
定

で

あ

る

。

吉

川

で
活

躍

さ

れ

て

い

る
人

は

、

戦

後

ま

も
な

く
埼

玉

県

知

事
に

な

っ
た

大

沢
雄

一
氏

を

は
じ

め

、

最

近
で

は

サ

ッ

カ

ー

の

中
渾
佑
二
氏
、
元
プ
ロ
レ

ス
ラ
ー
の
北
斗
晶
氏
、
順

天
堂
大
学
医
学
部
教
授
の

小
林
弘
幸
氏
な
ど
Ｔ
Ｖ
で

活
躍
し
て
い
る
人
も
少
な

く
な
い
。
ち
な
み
に
小
林

医
学
部
教
授
は
、
本
会
会

員
の
小
林
次
男
先
輩
の
息
子
さ
ん
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
今
回
は
上
條
さ
な
え
氏
を

紹
介
し
た
い
。
上
條
氏
は
児
童
文
学
作
家

で
あ
り
、
昭
和
六
三
年
か
ら
一
一
年
間
、

吉
川
市
児
童
館

「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の

館
長
を
、
平
成
一
四
年
か
ら
四
年
間
、
埼

玉
県
教
育
委
員
会
の
委
員
や
委
員
長
を
務

め
ら
れ
た
。

上
條
氏
は
東
京
経
済
大
学
経
済
学
部
を

卒
業
後
に
小
学
校
の
教
員
を
経
て
、
昭
和

六
二
年
（
三
七
歳
）
に
、
毎
日
新
聞
社
の

小
さ
な
童
話
大
賞
を
受
賞
し
て
児
童
文
学

作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
さ
れ
た
。
受
賞
作

は

「
さ

ん

ま

の

マ

ー

チ

」
（

国

土

社

）

で

あ

っ

た
。

そ

の

後
、

平

成

元

年
に

「
恋
と

虹

の

フ

ァ

ン

フ

ァ

ー

レ

」
、

平

成

三

年

に

「
チ

ン

ド

ン

パ
レ

ー

ド

」
、
「
コ

ロ

ッ
ケ

天

使
」

と

毎

年

の
よ

う
に

出

版

さ

れ
て

い

る
。

上

條

さ

ん

は

Ｉ
〇

歳

の

時
、

父

親

が
事

業

の

失

敗

で

一
家

離

散
し

、

父

と
池

袋

の

簡

易

宿

泊

所

を
ね

ぐ

ら

に

一

年
間

学
校

に

行

か

ず

ホ

ー

ム
レ

ス

と
し

て

生

活

し

、

酒

に

お

ぼ

れ

る
父

に

代

わ

っ

て

拾

っ

た

パ
チ

ン

コ

玉

で

夕
食

費

を

稼

い
で

生

活

し

た

そ

う

で

あ

る

。

そ
の

後

親

か

ら
離

れ

て

児

童

養

護

施

設

で
生

活

し

た
。

平

成

一

八

年

に

｢さんまのマーチ｣ を書か

れ た 頃の上 條さなえさん

は
こ
の
体
験
を
綴
っ
た
自

伝
本
で
あ
る
「
十
歳
の
放

浪
記
」
を
出
版
し
話
題
と

な
り
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に

も
な
っ
た
。

平
成
二
一
年
に
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
、
「
私
か
子
ど
も
だ

つ
た
こ
ろ
」
と
い
う
番
組
で
少
女
時
代
の

体
験
談
を
自
ら
語
り
つ
つ
、
そ
れ
を
基
に

し
た
再
現
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ
た
。

現
在
は
、
沖
縄
県
に
移
住
し
て
、
「
月

と
珊
瑚
」
を
出
版
。
沖
縄
は
子
供
の
貧
困

率
が
高
い
こ
と
を
知
っ
た
そ
う
で
、
自
ら

の
経
験
と
重
ね
て
し
ま
う
そ
う
で
あ
る
。

沖
縄
の
企
業
は
規
模
が
小
さ
く
、
本
土

か
ら
参
入
す
る
企
業
に
追
い
つ
け
な
い
の

が
現
状
で
、
収
入
も
地
場
産
業
並
み
と
の

こ
と
で
教
育
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
度
の
首
里
城
の
火
災

に
つ
い
て
も
、
嘆
い
て
い
る
。
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